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副題

■１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上 1

□２.環境 ■６.景観 4

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 6

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 3
開発目標 □2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 6
（選択） ■3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上 8

□4.施工精度向上 ■8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（ 7％）　□2.同程度　□3.低下（　％ 番号： 1
2.工程 ■1.短縮（49％）　□2.同程度　□3.増加（　％ 番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 協会名 MJネット研究会
会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

Hcsystec社(フランス） 日本ゼニスパイプ株式会社

MJネット工法は，超高エネルギー吸収落石防護柵です．落石エネルギー150ｋJ～3000
ｋJまで対応可能な世界でも最大級の落石防護柵です．対象エネルギーが1000ｋJを超
えると対策可能な工法の選択肢が少なくなり効果的であります。特に3000ｋJタイプは
コストパフォーマンスの高い工法になっております。高強度硬鋼線をより込んで作っ
たワイヤリングを組合せてASMネットを編成し，このASMネットの弾塑性変形及びブ
レーキシステムにより落石エネルギーを吸収します．ASMネットの原型は第二次世界大
戦中に潜水艦の侵入阻止を目的に開発されたもので、落石対策にリメイクして平和利
用しています．各部材は非常に軽量なので施工性が高くなります．伐採を最小限に済
ませることができ、設置後は自然植生に覆われ目立たなくなります。

大阪市西区立売堀3-1-1（大阪トヨペットビル5F）

防災本部 06-6531-0359

澤田　圭輔

日本ゼニスパイプ株式会社

fukunaga@zenith.co.jp

平成12年4月1日

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

超高エネルギー吸収落石防護柵 開発年

番号：

登録番号

平成14年3月26日

問合せ先

日本ゼニスパイプ株式会社 大阪市西区立売堀3-1-1（大阪トヨペットビル5F）

防災本部
06-6531-4288

福永　一基

06-6531-0359

06-6531-4288

sawada@zenith.co.jp

区分 1

1-3-2.道路／付属施設

評価（事前・事後）

分類

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

四国地方整備局

新技術概要説明資料（１／５）

名称 MJネット工法
収受受付年月日 平成23年7月7日

登録No. 1390

変更受付年月日

□1.単独 ■2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民

SK-010023-V 事前審査

活用の効果

コンクリート製落石防護擁壁（対応エネルギー1000ｋJ）

7%
49%
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MJネット工法 登録No. 1390

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

掲載刊行物
建設物価（　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

MJネット設計・施工・積算要領（MJネット研究会発行）

MJネット設計・施工・積算要領（MJネット研究会発行）

A-2

①準備工
②作業構台工
③アンカー工
④支柱組立工
⑤ネット本体取付工
⑥ワイヤーメッシュ取付工
⑦作業構台撤去工
⑧片付け

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

積算資料（　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（MJネットカタログ，MJネット設計・施工・積算要領）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・落石衝突時の柵面変形量が5～7mになるので，防護対象から10m以上離れた場所に設置しな
くてはならない．道路際には不向きである．

（長　所）
・潜水艦侵入阻止として開発されたネットを使用しております．（ASMネット）
・150～3000ｋJまで幅広いラインナップがあり，現場毎に合わせて経済的に設置可能です．
・落石でブレーキシステムが作動しても、引き直せばすぐに復旧できます．
・支柱にはほとんど応力が加わらない構造なので、堅固な基礎は不要です．
・伐採は最小限に済ませることができ，設置後は自然植生に覆われ目立たなくなります．



登録No. 1390

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 番号 1
特許番号 4560223

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の 宮崎県新技術活用促進システム　工法-61

制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明 平成21年8月18日

証明機関 証明機関

宮崎県，宮崎県建設技術推進機構

証明範囲 証明範囲

落石防護柵工

1）課題：ASMネットは非常に柔軟な変形によりエネルギー吸収するので、フェンスのように吸収
量を計算で立証するのが困難．2）計画：標準的に解析を行えるシステムを開発予定．

①実物実験：フランス及び国内にて
②部品性能試験：ASMネット性能試験，ブレーキシステム性能実験

・MJネット実験と解析

■1.有り（番号:4560223）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し

・起伏の大きな斜面上に設置する場合，落石がネットと斜面との隙間を透過しないように設置し
て下さい．

（適用できる条件）
・最大可能吸収落石エネルギーは3000ｋJです．
・伐採を極力抑えることが可能なので，景観性を重視する場所に効果的です．
・気温，湿度等の自然条件には特に影響を受けません．

・ネット変形伸びが大きいため，建築限界から10ｍ以上離れた位置に設置して下さい．
・スパン長は5.0～10.0mまで設定可能ですが，標準より短くした場合は対応能力が変動しますの
で留意して下さい．

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 MJネット工法

A-3

（適用できない条件）
・対象とする落石エネルギーが設計仕様（最大3000ｋJ）を超える場合．
・落石衝突時の変形量が大きいので，道路際設置には不向きです．
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登録No. 1390

実績件数 公共機関： 126 民間：

発　注　者 施工時期

静岡県沼津土木事務所 平成14年度

国土交通省　岐阜国道
事務所

平成22年度

国土交通省　岐阜国道
事務所

平成21年度

国土交通省　弟子屈道
路事務所

平成20年度

国土交通省　岡山国道
事務所

平成19年度

国土交通省　高崎河川
国道事務所

平成19年度

国土交通省　七賀宿ダ
ム管理事務所

平成18年度

国土交通省　 山口河川
国道事務所

平成18年度

国土交通省　 三峰川総
合開発工事事務所

平成17年度

電源開発株式会社 平成21年度

国道53号下二ヶ他防災工事

平成18年度　沼田防災対策工事

韮山伊豆長岡修善寺線緊急輸送路
等災害対策工事

平成２２年度八幡管内防災工事

平成２１年度八幡管内防災工事

一般国道241号弟子屈町清水の沢防
災工事

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 MJネット工法

工　事　名

秋葉ダム左岸落石対策（Ⅱ期）工事

平成17年度　美和ダム再開発分波堰
法面対策工事

萩・下関管内防災工事

七ヶ宿ダム道路災害防除工事
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登録No. 1390

ブレーキシステム 実物実験

MJネット　施工例3 MJネット　150ｋJタイプ

MJネット　施工例1 MJネット　施工例2

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 MJネット工法

A-5


